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道
内
自
治
体
に
お
け
る
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度

施
行
初
年
度（
二
〇
一
五
年
度
）の
実
施
状
況
に
つ
い
て

　

正　

木　

浩　

司

は
じ
め
に

　

二
〇
一
三
年
一
二
月
制
定
の
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
」（
平
成
二
五
年
一
二
月
一
三
日
法
律
第
一
〇
五
号
）

を
根
拠
法
と
す
る
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
が
、
モ
デ

ル
事
業
の
実
施
期
間
（
二
〇
一
三
年
一
二
月
～
二
〇
一
五

年
三
月
）
を
経
て
、
二
〇
一
五
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
、

二
〇
一
六
年
三
月
末
を
も
っ
て
初
年
度
を
終
え
た
。

　

同
制
度
初
年
度
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
厚

生
労
働
省
が
全
国
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
も
二
〇
一

五
年
六
月
か
ら
同
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
調
査
の
結
果
は
、
少
な
く
と
も
掲
載

さ
れ
て
い
る
内
容
を
み
る
限
り
、
全
体
の
実
施
状
況
を
一
括

し
て
分
析
し
た
も
の
で
あ
り
、
自
治
体
の
類
型
や
都
道
府
県

の
別
に
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
示
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
道
内
で
制
度
実
施
対
象
と
な
っ
て
い

る
三
六
の
自
治
体
（
道
庁
＋
三
五
市
）
の
運
営
方
法
、
委

託
の
場
合
の
委
託
先
、
任
意
事
業
の
二
〇
一
五
年
度
お
よ

び
二
〇
一
六
年
度
の
実
施
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
各
自
治

体
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
掲
載
情
報
の
閲
覧
と
制
度
所
管
課

に
対
す
る
電
話
で
の
聞
き
取
り
調
査
（
二
〇
一
六
年
四
月

一
一
日
～
一
五
日
）
を
行
な
っ
た
。

　

本
稿
は
、
同
制
度
の
施
行
初
年
度
（
二
〇
一
五
年
度
）

に
お
け
る
関
係
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
道
内
自
治

体
を
中
心
に
、
そ
の
概
要
お
よ
び
特
徴
、
今
後
の
課
題
な

ど
を
整
理
す
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
る
。
な
お
、

北
海
道
以
外
の
都
府
県
お
よ
び
市
区
町
村
で
の
実
施
状
況

に
関
す
る
同
様
の
調
査
に
つ
い
て
は
未
実
施
で
あ
り
、
本

稿
の
対
象
外
で
あ
る
こ
と
を
予
め
お
断
り
し
て
お
く
。

１
．
制
度
の
概
要
と
制
定
の
意
義

　

⑴　

制
度
の
概
要

　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
は
、
生
活
保
護
の
受
給
に

は
至
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
現
に
経
済
的
に
生
活
が
困
窮

し
て
い
る
人
々
、
す
な
わ
ち
、「
経
済
的
困
窮
者
」
を
対

象
に
、
自
立
に
向
け
た
総
合
的
な
相
談
支
援
お
よ
び
就
労

支
援
、
住
宅
確
保
の
ほ
か
、
当
事
者
の
置
か
れ
た
状
況
に

合
わ
せ
た
様
々
な
個
別
具
体
の
支
援
を
行
う
制
度
と
し
て

設
計
さ
れ
て
い
る
。
制
度
の
実
施
機
関
と
な
る
の
は
「
福

祉
事
務
所
設
置
自
治
体
」
で
あ
る
（
法
第
三
条
）。

　

制
度
に
基
づ
く
事
業
に
は
「
必
須
事
業
」
と
「
任
意
事

業
」
の
区
分
が
あ
る
（
法
第
四
条
～
第
六
条
）。

　

必
須
事
業
と
し
て
は
、「
自
立
相
談
支
援
事
業
」
お
よ

び
「
住
宅
確
保
給
付
金
の
給
付
事
業
」
の
二
事
業
が
あ
る
。

○　

自
立
相
談
支
援
事
業

　

就
労
そ
の
他
の
自
立
に
関
す
る
相
談
支
援
、
事

業
利
用
の
た
め
の
プ
ラ
ン
作
成
等
を
実
施
す
る
。

○　

住
宅
確
保
給
付
金
の
支
給
事
業

　

離
職
に
よ
り
住
宅
を
失
っ
た
生
活
困
窮
者
等
に

対
し
家
賃
相
当
の
「
住
宅
確
保
給
付
金
」（
有
期
）

を
支
給
す
る
。                                                          

　

ま
た
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
各
自
治
体
の
判
断
に
よ
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下
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）、
そ
の
他
都
道
府
県
が
適
当
と
認
め

る
も
の
、
が
例
示
さ
れ
て
い
る
。

　

本
制
度
で
は
こ
の
ほ
か
、
都
道
府
県
知
事
、
指
定
都
市

お
よ
び
中
核
市
の
市
長
の
権
限
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
中

間
的
就
労
」
の
場
と
し
て
、「
就
労
訓
練
事
業
所
」
を
認

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
（
法
第
一
〇
条
）。

「
就
労
訓
練
事
業
所
」
と
は
、
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
就

労
の
機
会
の
提
供
、
就
労
に
必
要
な
知
識
・
能
力
の
向
上

の
た
め
に
必
要
な
訓
練
等
を
行
う
事
業
を
実
施
す
る
た
め

に
、
民
間
事
業
者
が
設
置
す
る
事
業
所
で
あ
る
。
認
定
の

審
査
は
、
事
業
者
の
申
請
を
受
け
、
施
行
規
則
第
二
一
条

に
規
定
す
る
基
準
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
。

　

以
上
か
ら
本
制
度
の
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
は
、

必
須
事
業
を
限
定
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
事
情
に
応

じ
た
多
様
な
任
意
事
業
を
各
自
治
体
の
判
断
で
構
想
・
実

施
す
る
こ
と
、
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
民
間
事
業
者

と
の
連
携
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

　

⑵　

制
定
の
意
義

　

本
制
度
の
制
定
の
意
義
と
し
て
、
以
下
の
三
点
を
挙
げ

た
い
。

　

第
一
に
、「
経
済
的
困
窮
者
」
と
い
う
法
律
上
の
対
象

者
の
定
義
は
と
も
か
く
、
生
活
困
窮
者
を
対
象
と
す
る
総

合
的
な
自
立
相
談
支
援
を
行
う
制
度
が
で
き
た
こ
と
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
支
援
の
手
が
十
分
に
届
い
て
こ

な
か
っ
た
層
を
よ
り
広
く
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
い
う
生
活
困
窮
者
層
と
し

て
は
、
生
活
保
護
の
申
請
を
望
ん
で
福
祉
事
務
所
の
窓
口

を
訪
れ
な
が
ら
、
事
前
相
談
を
経
て
最
終
的
に
申
請
に
至

ら
な
か
っ
た
者
、
あ
る
い
は
、
保
護
の
申
請
は
し
た
も
の

の
、
結
果
的
に
要
否
判
定
で
要
保
護
と
な
ら
な
か
っ
た
者

な
ど
の
ほ
か
、
生
活
保
護
の
受
給
に
関
す
る
相
談
や
申
請

と
は
縁
の
無
か
っ
た
低
所
得
者
層
な
ど
も
想
定
さ
れ
う
る
。

　

第
二
に
、生
活
保
護
制
度
の
運
用
な
ど
に
お
い
て
は「
経

済
的
自
立
」
に
限
定
さ
れ
て
き
た
従
来
型
の
自
立
観
を
脱

却
し
、
よ
り
拡
大
さ
れ
た
自
立
観
に
基
づ
く
制
度
運
用
が

期
待
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
本
制
度
は
二
〇
〇
五
年
度
か

ら
全
国
の
自
治
体
で
本
格
実
施
さ
れ
て
い
る
「
生
活
保
護

自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
取
り
組
み
が
一
つ
の
モ
デ
ル

に
な
っ
て
い
る（

１
）。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
本
制
度
の
運
用
に
お

い
て
は
、
生
活
保
護
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
採
用
さ
れ

た
自
立
観
、
す
な
わ
ち
、
自
立
は
経
済
的
自
立
の
み
な
ら

ず
、
日
常
生
活
上
お
よ
び
社
会
生
活
上
の
自
立
も
合
わ
せ

て
総
合
的
に
実
現
さ
れ
る
べ
き
と
す
る
考
え
方
を
継
承
す

る
こ
と
が
企
図
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
、
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
事
業
に
お
け
る
相
談
の
受
け
方
や
個
別
の
支
援
の

組
み
立
て
方
な
ど
に
、
新
し
い
自
立
観
が
反
映
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
こ

う
し
た
新
し
い
自
立
観
に
立
っ
た
支
援
の
対
象
が
、
生
活

保
護
受
給
者
以
外
に
も
拡
大
さ
れ
た
こ
と
も
、
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
制
度
の
制
定
意
義
の
一
つ
と
し
て
指
摘
で
き

る
。

　

第
三
に
、
自
治
体
と
民
間
事
業
者
の
連
携
に
よ
る
困
窮

者
支
援
事
業
の
構
想
・
実
施
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

事
業
が
地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
へ
と
展
開
し
、
こ
の
制

度
を
軸
と
し
て
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
自
立
支
援
が
ま
ち

り
、
多
様
な
任
意
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て

い
る
。
任
意
事
業
と
し
て
は
、
以
下
の
事
業
が
例
示
さ
れ

て
い
る
（
法
第
六
条
第
一
項
）。

○　

就
労
準
備
支
援
事
業 

　

就
労
に
必
要
な
訓
練
を
日
常
生
活
自
立
、
社
会

生
活
自
立
段
階
か
ら
有
期
で
実
施
す
る
。

 

○　

一
時
生
活
支
援
事
業 

　

住
居
の
な
い
生
活
困
窮
者
に
対
し
て
一
定
期
間

宿
泊
場
所
や
衣
食
の
提
供
等
を
行
う
。

○　

家
計
相
談
支
援
事
業

　

家
計
に
関
す
る
相
談
、
家
計
管
理
に
関
す
る
指

導
、
貸
付
の
あ
っ
せ
ん
等
を
行
う
。

○　

子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業

　

生
活
困
窮
家
庭
の
子
ど
も
に
対
す
る
学
習
支
援

や
保
護
者
へ
の
進
学
助
言
を
実
施
す
る
。

○　

そ
の
他
、
生
活
困
窮
者
の
自
立
の
促
進
に
必
要

な
事
業

　

自
立
相
談
支
援
事
業
お
よ
び
各
種
の
任
意
事
業
は
、
各

自
治
体
の
判
断
に
よ
り
、
自
治
体
の
「
直
営
」
か
、
民
間

事
業
者
へ
の
「
委
託
」
を
す
る
か
、
運
営
方
法
の
選
択
が

可
能
と
さ
れ
て
い
る
（
法
第
四
条
第
二
項
）。

　

委
託
先
と
な
る
民
間
事
業
者
に
つ
い
て
は
、「
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
法
施
行
規
則
」（
平
成
二
七
年
二
月
四
日

厚
生
労
働
省
令
第
一
六
号
）
第
九
条
に
、「
生
活
困
窮
者

自
立
相
談
支
援
事
業
を
適
切
、
公
正
、
中
立
か
つ
効
率
的

に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
」
と
し
て
、
社
会
福
祉
法

人
、
一
般
社
団
・
財
団
法
人
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
以
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づ
く
り
の
一
つ
の
指
針
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

２
．
全
国
の
初
年
度
の
実
施
状
況

　

⑴　

福
祉
事
務
所
設
置
自
治
体
の
数

　

本
稿
第
一
節
で
述
べ
た
と
お
り
、
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
制
度
の
実
施
対
象
は
「
福
祉
事
務
所
設
置
自
治
体
」
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
社
会
福
祉
法
」（
昭
和
二
六
年
三

月
二
九
日
法
律
第
四
五
号
）
第
一
四
条
第
一
項
に
よ
り
福

祉
事
務
所
の
設
置
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
都
道
府
県
、

市
、特
別
区
の
ほ
か
、同
条
第
三
項
に
基
づ
き
条
例
に
よ
っ

て
任
意
設
置
し
て
い
る
町
村
（
以
下
、
任
意
設
置
町
村
）

が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

　

制
度
施
行
日
（
二
〇
一
五
年
四
月
一
日
）
時
点
の
福
祉

事
務
所
設
置
自
治
体
の
内
訳
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

市
区
町
村
で
は
、
市
七
九
〇
団
体
、
特
別
区
二
三
団
体
、

任
意
設
置
町
村
四
三
団
体
（
三
八
町
五
村
）

（
２
）

で
あ
る
。
ま

た
、
任
意
設
置
町
村
以
外
の
町
村
部
を
所
管
す
る
都
道
府

県
の
う
ち
、
実
施
対
象
は
四
五
団
体
で
あ
る
。
こ
れ
は
県

内
町
村
が
全
て
任
意
設
置
町
村
と
な
っ
て
い
る
二
県
、
す

な
わ
ち
、
島
根
県
と
広
島
県
が
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
た

め
で
あ
る
。
以
上
か
ら
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の

施
行
日
時
点
に
お
け
る
福
祉
事
務
所
設
置
自
治
体
の
総
計

は
九
〇
一
団
体
に
な
る
。

　

⑵　

厚
生
労
働
省
の
調
査
結
果
に
み
る
実
施
状
況

　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
施
行
初
年
度
（
二
〇
一

五
年
度
）
に
お
け
る
関
係
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
知

る
資
料
と
し
て
は
、
厚
生
労
働
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
以

下
の
二
つ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

一
つ
は
「
自
立
相
談
支
援
機
関 

相
談
窓
口
一
覧
（
二
〇

一
六
年
二
月
二
四
日
現
在
）」
で
あ
る
。
全
国
九
〇
一
福

祉
事
務
所
設
置
自
治
体
に
お
け
る
自
立
相
談
支
援
事
業
の

実
施
主
体
名
、
窓
口
名
と
そ
の
連
絡
先
（
住
所
、
電
話
番

号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）
が
一
覧
化
さ
れ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
同
省
に
よ
る
調
査
の
結
果
を
ま
と
め
た

「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
事
業
実
施
状
況
に
つ
い

て
」（
以
下
、
厚
労
省
調
査
）
で
、
二
〇
一
五
年
六
月
八

日
か
ら
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
調
査
は
、
①
任
意
事
業

の
実
施
状
況
、
②
各
事
業
の
実
施
状
況
（
運
営
方
法
、
委

託
先
等
）、
③
支
援
員
の
状
況
（
人
数
、
保
有
資
格
等
）、

の
三
項
目
に
つ
い
て
、
全
国
の
福
祉
事
務
所
設
置
自
治
体

九
〇
一
団
体
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
調
査

期
間
二
〇
一
五
年
四
月
一
七
日
～
三
〇
日
、
回
収
率
一
〇

〇
％
）。

　

厚
労
省
調
査
の
結
果
か
ら
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

の
実
施
状
況
を
み
る
と
、
九
〇
一
福
祉
事
務
所
設
置
自
治

体
に
お
け
る
必
須
事
業
の
自
立
相
談
支
援
事
業
の
運
営
方

法
は
、「
直
営
」
四
〇
％
、「
委
託
」
四
九
％
、「
直
営
＋

委
託
」
が
一
一
％
で
あ
る
。「
直
営
＋
委
託
」
も
含
め
、「
委

託
」
を
選
択
し
て
い
る
自
治
体
は
全
体
の
六
割
に
上
る
。

ま
た
、
委
託
先
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
八
割
弱
（
七

六
・
〇
％
）
と
大
多
数
を
占
め
、
こ
の
他
と
し
て
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
が
一
二
・
六
％
、
社
協
以
外
の
社
会
福
祉
法
人

が
八
・
〇
％
、
社
団
・
財
団
法
人
（
公
益
社
団
・
財
団
法

人
お
よ
び
一
般
社
団
・
財
団
法
人
）
が
六
・
七
％
、
株
式

会
社
等
が
六
・
三
％
、
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
任
意
事
業
の
実
施
状
況
で
は
、
就
労
準
備
支
援

事
業
が
二
五
三
団
体
（
二
八
％
）、
一
時
生
活
支
援
事
業

が
一
七
二
団
体
（
一
九
％
）、
家
計
相
談
支
援
事
業
が
二
〇

五
団
体
（
二
三
％
）、
子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業
が
三
〇
〇

団
体
（
三
三
％
）
と
い
う
実
施
率
に
な
っ
て
い
る
。
い
ず

れ
も
二
～
三
割
と
い
う
実
施
率
で
あ
り
、
高
い
水
準
と
は

い
え
な
い
。
任
意
事
業
の
運
営
方
法
は
、
必
須
事
業
の
自

立
相
談
支
援
事
業
に
比
べ
て
「
委
託
」
を
選
択
す
る
自
治

体
が
よ
り
多
く
、
一
時
生
活
支
援
事
業
と
子
ど
も
の
学
習

支
援
事
業
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の
委
託
が
、
家
計
相
談
支

援
事
業
で
は
社
協
へ
の
委
託
が
多
数
を
占
め
て
い
る
と
分

析
さ
れ
て
い
る
。

３
．
都
道
府
県
別
の
自
立
相
談
支
援
事
業
の
実
施
状

　

況

　

都
道
府
県
別
に
自
立
相
談
支
援
事
業
の
二
〇
一
五
年
度

の
実
施
状
況
を
ま
と
め
た
の
が
図
表
１
で
あ
る
。
図
表
１

の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
各
都
道
府
県
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の

ペ
ー
ジ
を
閲
覧
し
、
ペ
ー
ジ
が
無
い
場
合
に
は
各
県
の
所

管
課
に
電
話
で
聞
き
取
り
を
行
な
っ
た
。

　

運
営
方
法
は
、「
委
託
」
が
三
〇
団
体
と
最
も
多
く
、

以
下
、「
直
営
」
が
一
〇
都
府
県
（
秋
田
、
茨
城
、
栃
木
、

東
京
、
石
川
、
福
井
、
京
都
、
和
歌
山
、
岡
山
、
宮
崎
）、

「
直
営
＋
委
託
」
が
五
県
（
岩
手
、
愛
知
、
山
口
、
長
崎
、

鹿
児
島
）、実
施
な
し
二
県（
島
根
、広
島
）の
内
訳
で
あ
る
。

実
施
対
象
四
五
団
体
で
み
る
と
、「
委
託
」
が
三
分
の
二
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＜図表１＞　都道府県別の自立相談支援事業の実施状況（2015年度）
2016年４月15日現在

本庁所管課 実施方式

都道府県事業実施対象町村数
事業実施
区 域 の
区　　分

委託先
事業者
の数　

委託先事業者の種類 窓口数
全町村数

福祉事務
所設置町

村数

北 海 道
保健福祉部　福祉援護課　地域福祉
推進グループ

委託 144 144 0 14 11 
道社協、市町村社協、社福、一社、
一財、ＮＰＯ(4)、有限会社、ＪＶ

18 

青 森 県
健康福祉部　健康福祉政策課　包括
ケア推進グループ 

委託 30 30 0 6 2 県社協、ＮＰＯ 6 

岩 手 県
保健福祉部　地域福祉課　指導生保
担当

直営＋委託 19 19 0 9 6 県社協、市町村社協(5) 9 

宮 城 県 保健福祉部　社会福祉課 委託 22 22 0 3 2 一社、ＮＰＯ 3 

秋 田 県 健康福祉部　福祉政策課 直営 12 12 0 4 0 － 4 

山 形 県
健康福祉部　地域福祉推進課　保護
指導担当

委託 22 22 0 8 8 
一社、社福(2)、市町村社協(3)、
ＪＶ(2)

11 

福 島 県
保健福祉部　社会福祉課　生活保護
担当

委託 46 46 0 3 1 県社協 3 

茨 城 県 保健福祉部　福祉指導課　保護担当 直営 12 12 0 4 0 － 4 

栃 木 県
保健福祉部　保健福祉課　生活保護
担当

直営 11 11 0 3 0 － 3 

群 馬 県 健康福祉部　健康福祉課 委託 23 23 0 5 1 県社協 5 

埼 玉 県
福祉部 社会福祉課 生活困窮者支援
担当 

委託 23 23 0 6 1 ＪＶ 7 

千 葉 県
健康福祉部　健康福祉指導課　自立
支援班

委託 17 17 0 6 5 ＪＶ、ＮＰＯ(2)、社福(2) 6 

東 京 都
生活福祉部　生活支援課　生活援助
担当

直営 13 13 0 5 0 － 5 

神奈川県 保健福祉局　福祉部　生活援護課 委託 14 14 0 1 1 県社協 1 

山 梨 県 福祉保健部　福祉保健総務課 委託 14 14 0 1 1 県社協 1 

新 潟 県 福祉保健部　福祉保健課　保護係 委託 10 10 0 2 1 社福 2 

富 山 県
厚生部　厚生企画課　恩給援護・保
護係

委託 5 5 0 1 1 県社協 1 

石 川 県 健康福祉部　厚生政策課　 直営 8 8 0 3 0 － 3 

福 井 県 健康福祉部　地域福祉課 直営 8 8 0 5 0 － 5 

長 野 県
健康福祉部　地域福祉課　自立支
援・援護係

委託 58 58 0 8 1 県社協 9 

岐 阜 県 健康福祉部　地域福祉国保課 委託 21 21 0 4 1 県社協 25 

静 岡 県
健康福祉部　福祉長寿局　地域福祉
課　生活保護班

委託 12 12 0 12 12 市町村社協(12) 12 

愛 知 県
健康福祉部　地域福祉課　生活保護
グループ

直営＋委託 16 16 0 5 1 社福 5 

三 重 県 健康福祉部　地域福祉課　生活保護班 委託 14 15 1 1 1 県社協 1 

滋 賀 県 健康医療福祉部　健康福祉政策課 委託 6 6 0 6 6 市町村社協(6) 6 

京 都 府 健康福祉部　福祉・援護課 直営 11 11 0 5 0 － 5 

大 阪 府
福祉部　地域福祉推進室　社会援護
課　生活支援グループ

委託 9 10 1 3 1 府社協 4 

兵 庫 県
健康福祉部　社会福祉局生活支援課
生活保護・自立支援班

委託 12 12 0 1 1 人格なき社団 2 

奈 良 県 健康福祉部　地域福祉課　保護係 委託 26 27 1 1 1 ＪＶ 1 

和歌山県
福祉保健部　福祉保健政策局　福祉
保健総務課

直営 21 21 0 7 0 － 7 

鳥 取 県 福祉保健部　福祉保健課 委託 2 15 13 2 2 市町村社協(2) 2 

島 根 県 健康福祉部　地域福祉課 実施なし 0 11 11 0 0 － 0 

岡 山 県 保健福祉部　障害福祉課　保護班 直営 9 12 3 3 0 － 3 

広 島 県
健康福祉局　社会援護課　生活保護
グループ

実施なし 0 9 9 0 0 － 0 

山 口 県 健康福祉部　厚生課　地域保健福祉班 直営＋委託 5 6 1 2 1 市町村社協 2 

徳 島 県
保健福祉部　地域福祉課　地域福
祉・援護担当

委託 16 16 0 16 1 県社協 17 

香 川 県 健康福祉部　健康福祉総務課 委託 9 9 0 9 1 ＪＶ 9 

愛 媛 県 保健福祉部　保健福祉課　生活保護係 委託 9 9 0 10 9 市町村社協(9) 10 

高 知 県 地域福祉部　福祉指導課 委託 23 23 0 23 17 市町村社協(17) 23 

福 岡 県
福祉労働部　保護・援護課　企画調
整係

委託 32 32 0 4 1 生協 4 

佐 賀 県
健康福祉本部　地域福祉課　生活保
護・援護恩給担当

委託 10 10 0 1 1 公社 2 

長 崎 県 福祉保健部　福祉保健課　保護班 直営＋委託 7 8 1 6 3 生協、市町村社協(2) 6 

熊 本 県 健康福祉部　社会福祉課 委託 31 31 0 31 1 県社協 31 

大 分 県
福祉保健部　地域福祉推進室　地域
福祉班

委託 4 4 0 4 4 市町村社協(4) 4 

宮 崎 県
福祉保健部　国保援護課
（2016年度からは福祉保健課）

直営 17 17 0 5 0 － 5 

鹿児島県 保健福祉部　社会福祉課 直営＋委託 22 24 2 21 20 市町村社協(20) 21 

沖 縄 県
子ども生活福祉部　福祉政策課　福
祉支援班

委託 30 30 0 4 1 公財 4 

計 885 928 43 283 128 － 317 

※　各都道府県のウェブサイト掲載情報、各県所管課への電話調査（2016年４月11日～15日実施）で得た提供情報に基づき作成。

※　委託先事業者数では、共同事業体（ＪＶ）は１団体としてカウントしている。
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⑴　

道
庁
の
実
施
状
況
の
特
徴

　

ア　

自
立
相
談
支
援
事
業
の
運
営
方
法

　

道
内
一
四
四
町
村
に
福
祉
事
務
所
を
任
意
設
置
し
て
い

る
町
村
は
一
つ
も
な
い
。
そ
の
た
め
、
道
内
町
村
部
の
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
は
全
域
で
道
庁
が
実
施
機
関
と

な
る
。

　

道
庁
は
一
四
総
合
振
興
局
・
振
興
局
を
福
祉
事
務
所
と

し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の

事
業
実
施
区
域
も
一
四
総
合
振
興
局
・
振
興
局
の
区
域
に

従
っ
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
運
営
方
法
は
自
立
相
談
支
援

事
業
も
後
述
す
る
任
意
事
業
も
含
め
て
全
て
「
委
託
」
で

あ
る
。
委
託
契
約
は
、
道
庁
本
庁
で
は
な
く
、
各
総
合
振

興
局
・
振
興
局
が
契
約
主
体
と
な
っ
て
結
ば
れ
て
お
り（

４
）、

そ
れ
ぞ
れ
に
選
定
し
た
民
間
事
業
者
と
委
託
契
約
を
結
ん

で
い
る
。

　

図
表
２
は
、
道
庁
総
合
振
興
局
・
振
興
局
区
域
別
に
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
実
施
状
況
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。

　

一
四
区
域
別
の
自
立
相
談
支
援
事
業
の
委
託
先
を
見
る

と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
六
区
域
（
石
狩
、
空
知
、
後
志
、
胆
振
、

留
萌
、オ
ホ
ー
ツ
ク
）と
最
も
多
く
、道
社
協
が
二
区
域（
渡

島
、上
川
）
を
受
託
し
て
い
る
ほ
か
は
、市
町
村
社
協
（
宗

谷
）、
社
協
以
外
の
社
会
福
祉
法
人
（
根
室
）、
共
同
事
業

体
（
日
高
）、
一
般
社
団
法
人
（
釧
路
）、
一
般
財
団
法
人

（
檜
山
）、
有
限
会
社
（
十
勝
）
が
そ
れ
ぞ
れ
一
区
域
ず
つ

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
つ
い
て
は
、

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
」
が
三
区
域
で
受
託

し
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
道
庁
の
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

　

な
お
、
各
都
道
府
県
に
お
け
る
任
意
事
業
の
実
施
状
況

（
実
施
し
て
い
る
任
意
事
業
の
種
類
、
直
営
か
委
託
か
、

委
託
の
場
合
の
委
託
先
事
業
者
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
調

査
未
実
施
の
た
め
、
機
会
を
改
め
た
い
。

４
．
道
内
の
実
施
状
況

　

道
内
の
福
祉
事
務
所
設
置
自
治
体
三
六
団
体
（
道
庁
と

三
五
市
）
に
お
け
る
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
実
施

状
況
に
つ
い
て
ま
と
め
た
の
が
図
表
２
～
４
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
図
表
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
道
庁
お
よ
び

三
五
市
の
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
ペ
ー
ジ
を
閲
覧

し
、
そ
の
上
で
各
所
管
課
に
電
話
で
聞
き
取
り
を
行
な
っ

た
。

　

あ
わ
せ
て
、
筆
者
は
、
二
〇
一
五
年
七
月
か
ら
二
〇
一

六
年
三
月
ま
で
、「
一
般
社
団
法
人
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
実
施
す
る
「
自
治
体
に
お
け

る
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
の
施
策
・
事
業
化
モ
デ
ル
調
査

事
業
」（
平
成
二
七
年
度
厚
生
労
働
省
社
会
福
祉
推
進
事

業
）
に
参
加
し
、
そ
の
活
動
の
一
環
で
、
道
庁
の
自
立
相

談
支
援
事
業
の
委
託
先
の
一
つ
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人
北

海
道
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
道
社
協
）
と
小
樽
市
を

対
象
に
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
二
〇
一
五
年
度

上
半
期
の
実
施
状
況
な
ど
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を

行
う
機
会
を
得
ら
れ
た
。

　

以
下
で
は
、
右
記
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
で
得
ら
れ
た
知
見

も
踏
ま
え
な
が
ら
、
図
表
２
～
４
か
ら
読
み
取
れ
る
道
内

の
実
施
状
況
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
分
析
し
た
い
。

（
六
六
・
七
％
）
を
占
め
る
。

　
「
委
託
」
も
し
く
は
「
直
営
＋
委
託
」
を
採
用
し
て
い

る
計
三
五
府
県
の
委
託
先
事
業
者
数
は
、
合
計
で
一
二
八

団
体
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、「
一
団
体
へ
の
委
託
」
が
二
一

府
県
と
最
も
多
く
、
そ
の
他
は
事
業
実
施
区
域
が
い
く
つ

に
区
分
さ
れ
て
い
る
か
、
な
ど
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ

る
。

　

委
託
先
事
業
者
の
種
類
別
に
見
る
と
、
最
多
は
市
町
村

社
協
の
八
二
で
、
全
体
の
約
三
分
の
二
（
六
四
・
一
％
）

を
占
め
る
。
委
託
先
事
業
者
の
数
の
多
さ
で
は
、静
岡
県
、

滋
賀
県
、
高
知
県
、
愛
媛
県
、
熊
本
県
、
鹿
児
島
県
な
ど

が
際
立
つ
が
、
こ
れ
ら
の
県
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
所

管
町
村
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
の
社
会
福
祉
協
議
会

（
以
下
、
町
村
社
協
）
に
委
託
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
香
川
県
お
よ
び
熊
本
県
の
場
合
、
委
託
先
は
一
団

体
と
な
っ
て
お
り
、
前
者
は
共
同
事
業
体
へ
の
委
託
、
後

者
は
県
社
協
へ
の
委
託
だ
が
、
実
質
的
に
は
各
町
村
社
協

が
事
業
を
担
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
委
託
先
の
団
体
の
種
類
と
し
て
は
、
都
道

府
県
社
協
が
一
四
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
八
、
社
協
以
外
の
社

会
福
祉
法
人
と
共
同
事
業
体
が
そ
れ
ぞ
れ
七
、一
般
社
団
・

財
団
法
人
四
、
公
益
社
団
・
財
団
法
人
お
よ
び
生
活
協
同

組
合
が
そ
れ
ぞ
れ
二
、
有
限
会
社
お
よ
び
人
格
な
き
社
団

が
そ
れ
ぞ
れ
一
、と
い
う
内
訳
で
あ
る（

３
）。
前
出
の
資
料「
自

立
相
談
支
援
機
関
相
談
窓
口
一
覧
（
二
〇
一
六
年
二
月
二

四
日
現
在
）」
に
よ
る
と
、
共
同
事
業
体
に
は
町
村
社
協

が
加
わ
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
、
市
町
村
社
協

へ
の
委
託
の
割
合
は
実
態
と
し
て
は
さ
ら
に
高
い
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
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事
業
の
委
託
先
事
業
者
数
は
計
一
一（

５
）で
あ
る
。

　

道
庁
の
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
実
施
状
況
の
特

徴
と
し
て
、
そ
も
そ
も
面
積
が
広
大
で
、
道
庁
は
事
業
実

施
区
域
を
一
四
総
合
振
興
局
・
振
興
局
別
に
分
け
て
い
る

た
め
、
町
村
社
協
へ
の
個
別
委
託
は
し
て
い
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
委
託
先
事
業
者
数
は
他
県
に
比
べ
て
も
比
較

的
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
他
府

県
と
比
較
し
た
場
合
、
道
庁
の
自
立
生
活
支
援
事
業
に
お

け
る
委
託
先
事
業
者
の
特
徴
と
し
て
、
社
協
（
都
道
府
県

社
協
、
市
町
村
社
協
）
よ
り
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
多
い
こ
と

が
指
摘
で
き
る
。

　

イ　

相
談
窓
口

　

相
談
窓
口
の
数
は
一
四
区
域
の
合
計
で
一
八
カ
所
に
な

る
。
一
二
区
域
で
一
カ
所
の
設
置
だ
が
、
稚
内
市
社
協
が

受
託
す
る
宗
谷
総
合
振
興
局
管
内
で
稚
内
市
と
枝
幸
町
の

二
カ
所
が
設
置
さ
れ
る
ほ
か
、
四
団
体
（
三
つ
の
社
会
福

祉
法
人
と
一
つ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
の
共
同
事
業
体
が
受
託

す
る
日
高
振
興
局
管
内
で
は
、
四
つ
の
構
成
団
体
が
一
つ

ず
つ
相
談
窓
口
を
運
営
し
て
い
る
た
め
、
四
カ
所
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。

　

ウ　

任
意
事
業
の
実
施
状
況
と
運
営
方
法

　

任
意
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
み
る
と
、
道
庁
は
二

〇
一
五
年
度
か
ら
一
時
生
活
支
援
事
業
お
よ
び
子
ど
も
の

学
習
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
（
図
表
２
）。

　

こ
れ
ら
任
意
事
業
も
運
営
方
法
は
「
委
託
」
で
あ
る
が
、

委
託
先
は
、
前
者
が
全
一
四
区
域
で
自
立
生
活
支
援
事
業

と
同
じ
団
体
で
あ
る
の
に
対
し
、後
者
は
八
区
域
（
渡
島
、

＜図表２＞　道庁の生活困窮者自立支援事業の実施状況（2015年度）
2016年４月15日現在

町村数
対象町村

の人口計

町村面積計

（㎢）

自立相談支援事業・一時

生活支援事業　委託先　
相談窓口名 学習支援事業　委託先

石 狩 2 20,622 500.90 
ＮＰＯ法人ワーカーズ

コープ

生活就労サポートセンター

いしかり
同左

渡 島 9 92,454 2,862.11 
社会福祉法人北海道社会

福祉協議会
おしまＨＯＴかないセンター

一般財団法人北海道国際

交流センター

檜 山 7 37,863 2,630.29 
一般財団法人北海道国際

交流センター

生活就労サポートセンター

ひやま
同左

後 志 19 93,626 4,062.04 
ＮＰＯ法人ワーカーズ

コープ

生活就労サポートセンター

しりべし

ＮＰＯ法人訪問型フリー

スクール漂流教室

空 知 14 72,770 2,192.44 
ＮＰＯ法人コミュニティ

ワーク研究実践センター
そらち生活サポートセンター

ＮＰＯ法人ワーカーズ

コープ

上 川 19 91,972 7,615.90 
社会福祉法人北海道社会

福祉協議会

かみかわＨＯＴかないセン

ター

生活協同組合北海道高齢

協

留 萌 7 25,695 3,148.05 
ＮＰＯ法人ウェルアナ

ザーデザイン

ＮＰＯ法人ウェルアナザー

デザイン
同左

宗 谷 9 31,121 3,864.60 
社会福祉法人稚内市社会

福祉協議会

自立生活支援センター
ＮＰＯ法人ワーカーズ

コープ自立生活支援センター枝幸

事務所

オホーツク 15 110,114 7,961.41 ＮＰＯ法人ワークフェア
オホーツク相談センターふ

くろう
同左

胆 振 7 55,837 2,398.16 
ＮＰＯ法人ワーカーズ

コープ

生活就労サポートセンター

いぶり
同左

日 高 7 69,038 4,811.13 日高コンソーシアム

相談支援センターこみっと

ＮＰＯ法人ワーカーズ

コープ

相談支援事業所ういず

相談室かける

相談室みんなのそら

十 勝 18 174,132 10,208.70 有限会社ウィルワーク とかち生活あんしんセンター
ＮＰＯ法人ワーカーズ

コープ

釧 路 7 61,792 4,634.58 
一般社団法人釧路社会的

企業創造協議会

北海道釧路総合振興局管内

生活相談支援センター

くらしごと

ＮＰＯ法人地域生活支援

ネットワークサロン

根 室 4 49,721 3,026.90 
社会福祉法人北海道社会

福祉事業団

なかしべつ生活サポート

よりそい
同左

計 144 986,757 59,917.21 － － －

※　厚生労働省ウェブサイト掲載「自立相談支援機関 相談窓口一覧（2016年２月24日現在）」、道庁福祉援護課への電話調査で得

た提供情報を基に作成。対象町村の人口は、2015年国勢調査の速報値（2016年２月公表）に基づいている。
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後
志
、
空
知
、
上
川
、
日
高
、
宗
谷
、
十
勝
、
釧
路
）
で

別
の
団
体
が
受
託
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
団
体
が
計
六
区
域

（
後
志
、
空
知
、
日
高
、
宗
谷
、
十
勝
、
釧
路
）
で
受
託
し

て
い
る
。

　

な
お
、
道
庁
の
所
管
課
（
福
祉
援
護
課
地
域
福
祉
推
進

グ
ル
ー
プ
）
に
よ
る
と
、
二
〇
一
六
年
度
か
ら
の
任
意
事

業
の
追
加
・
廃
止
は
な
い
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

⑵　

道
内
三
五
市
の
実
施
状
況
の
特
徴

　

福
祉
事
務
所
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
市
の
数
は
、

道
内
で
は
二
〇
一
五
年
四
月
一
日
現
在
、
三
五
で
あ
る
。

以
下
、
道
内
三
五
市
の
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
実

施
状
況
で
あ
る
。

　

ア　

自
立
相
談
支
援
事
業
の
運
営
方
法

　

図
表
３
は
、
道
内
三
五
市
の
制
度
所
管
課
、
自
立
相
談

支
援
事
業
の
運
営
方
法
、
相
談
窓
口
な
ど
に
つ
い
て
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。

　

三
五
市
に
お
け
る
自
立
相
談
支
援
事
業
の
運
営
方
法
は
、

「
直
営
」
が
一
二
市
、「
委
託
」
が
二
二
市
、「
直
営
＋
一
部

委
託
」
が
一
市
と
い
う
内
訳
で
あ
る
。

　
「
委
託
」
の
二
二
市
に
つ
い
て
、
委
託
先
事
業
者
の
種

類
を
み
る
と
、市
社
協
へ
の
委
託
が
一
〇
市
と
最
も
多
く
、

以
下
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の
委
託
が
八
市
、
社
協
以
外
の
社

会
福
祉
法
人
へ
の
委
託
が
二
市
、
一
般
社
団
法
人
へ
の
委

託
と
株
式
会
社
へ
の
委
託
が
そ
れ
ぞ
れ
一
市
で
あ
る
。
こ

の
う
ち
、
八
市
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

と
は
実
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
研
究
実

践
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
一
団
体
で
あ
り
、
八
市
は
全
て
空

知
地
域
の
市
（
赤
平
市
、
芦
別
市
、
岩
見
沢
市
、
歌
志
内

市
、
滝
川
市
、
美
唄
市
、
三
笠
市
、
夕
張
市
）
で
あ
る
。

　

ま
た
、
右
記
の
「
直
営
＋
一
部
委
託
」
と
い
う
独
自
方

式
を
採
用
し
て
い
る
一
市
は
小
樽
市
で
あ
る
。
小
樽
市
で

は
、
自
立
相
談
支
援
事
業
を
切
り
分
け
て
、
相
談
支
援
と

就
労
支
援
を
そ
れ
ぞ
れ
別
の
事
業
者
に
委
託
し
て
お
り
、

前
者
は
市
社
協
、後
者
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
受
託
し
て
い
る
。

こ
の
方
式
は
、
相
談
窓
口
の
位
置
付
け
と
職
員
配
置
に
反

映
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
相
談
窓
口
は
市
の
機
構
上

は
課
の
位
置
付
け
と
さ
れ
る
と
と
も
に
、職
員
配
置
で
は
、

所
長
お
よ
び
主
任
相
談
支
援
員
を
市
職
員
が
務
め
る
一
方
、

相
談
支
援
員
は
市
社
協
が
、
就
労
支
援
員
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

が
そ
れ
ぞ
れ
雇
用
す
る
体
制
に
な
っ
て
い
る（

６
）。

　

こ
の
ほ
か
、
道
庁
と
市
か
ら
自
立
相
談
支
援
事
業
を
受

託
し
て
い
る
事
業
者
が
三
つ
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

稚
内
市
お
よ
び
宗
谷
総
合
振
興
局
か
ら
受
託
し
て
い
る
「
社

会
福
祉
法
人
稚
内
市
社
会
福
祉
協
議
会
」、
釧
路
市
お
よ
び

釧
路
総
合
振
興
局
か
ら
受
託
し
て
い
る
「
一
般
社
団
法
人

釧
路
社
会
的
企
業
創
造
協
議
会
」、
前
出
の
空
知
八
市
と
空

知
総
合
振
興
局
か
ら
受
託
し
て
い
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
研
究
実
践
セ
ン
タ
ー
」
の
三
団
体
で
あ
る
。

　

イ　

相
談
窓
口

　

相
談
窓
口
は
、「
直
営
」
の
市
で
は
通
例
、
市
役
所
庁

舎
内
に
窓
口
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
を
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
特
化
し
た
窓
口
と
す
る
か
ど

う
か
、ど
の
よ
う
な
職
員
に
相
談
の
対
応
を
さ
せ
る
か（
正

職
か
嘱
託
か
、
生
活
保
護
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
相
談
員

を
兼
務
す
る
か
ど
う
か
、
な
ど
）
は
、
市
に
よ
っ
て
選
択

が
分
か
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
直
営
＋
一
部
委
託
」
の
小
樽
市
の
場
合
、
先

述
の
と
お
り
相
談
セ
ン
タ
ー
自
体
が
市
の
機
構
に
組
み
込

ま
れ
て
い
る
が
、セ
ン
タ
ー
自
体
は
市
役
所
内
で
は
な
く
、

市
の
保
有
施
設
の
一
つ
に
事
務
所
を
構
え
て
い
る（

７
）。

　

一
方
、「
委
託
」
の
市
で
は
、
市
の
設
置
す
る
相
談
セ

ン
タ
ー
を
受
託
事
業
者
が
運
営
す
る
か
、
受
託
事
業
者
が

自
ら
開
設
し
て
い
る
セ
ン
タ
ー
を
窓
口
と
す
る
か
、
受
託

事
業
者
が
市
社
協
の
場
合
は
市
社
協
の
事
務
所
内
・
建
物

内
に
窓
口
を
設
置
す
る
か
、
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
。

　

相
談
窓
口
の
数
は
、
ほ
と
ん
ど
の
市
が
一
カ
所
で
あ
る

が
、
前
出
の
空
知
地
域
八
市
の
う
ち
の
い
く
つ
か
の
市
で

は
独
自
の
対
応
が
み
ら
れ
る
。
空
知
八
市
か
ら
事
業
を
受

託
し
て
い
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
研
究

実
践
セ
ン
タ
ー
」
は
、岩
見
沢
市
を
除
く
七
市
に
つ
い
て
、

自
ら
設
置
す
る
「
そ
ら
ち
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を

自
立
相
談
支
援
事
業
の
相
談
セ
ン
タ
ー
と
し
て
運
営
し
て

い
る（

８
）。
同
セ
ン
タ
ー
は
月
形
町
内
に
あ
り
、
七
市
在
住
の

困
窮
者
に
と
っ
て
は
、
相
談
を
望
ん
で
も
セ
ン
タ
ー
ま
で

自
力
で
行
く
こ
と
が
困
難
な
場
合
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

場
合
、
セ
ン
タ
ー
の
方
か
ら
支
援
員
が
相
談
希
望
者
の
暮

ら
す
市
に
出
張
し
、
各
市
役
所
内
の
相
談
室
等
で
相
談
に

対
応
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
は
、
月
一
回
程
度
の
ペ
ー
ス
で
各
市
で
の
巡
回
相
談
会

も
実
施
し
て
い
る（

９
）。

　

ウ　

任
意
事
業
の
実
施
状
況

　

図
表
４
は
、
道
内
三
五
市
に
お
け
る
任
意
事
業
の
実
施
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＜図表３＞　道内35市の自立相談支援事業の実施状況（2015～16年度）
2016年４月15日現在

所　管　課 運営方法 委託先事業者名 窓口名　（担当課、施設名）

札 幌 市
保健福祉局　総務部　保護自

立支援課
委託 キャリアバンク株式会社 札幌市生活就労支援センター・ステップ

函 館 市
保健福祉部　生活支援第一課

生活困窮者自立支援担当
直営 － 生活支援第一課

旭 川 市
福祉保険部　生活支援課　自

立支援係
委託 社会福祉法人旭川市社会福祉協議会 旭川市自立サポートセンター

小 樽 市 福祉部　生活サポートセンター
直営＋

一部委託

社会福祉法人小樽市社会福祉協議会
小樽市生活サポートセンターたるさぽ

ＮＰＯ法人ワーカーズコープ

室 蘭 市
保健福祉部　生活支援課　生

活支援相談室
直営 － 生活支援相談室

釧 路 市
福祉部　生活福祉事務所　第

７担当
委託 一般社団法人釧路社会的企業創造協議会 釧路市相談支援センターくらしごと

帯 広 市 保健福祉部　保護課 委託 社会福祉法人慧誠会 帯広市自立相談支援センターふらっと

北 見 市 保健福祉部　保護課 委託 社会福祉法人北見市社会福祉協議会 北見市自立支援センター

夕 張 市 保健福祉課　生活保護係 委託
ＮＰＯ法人コミュニティワーク研究実践セン

ター

そらち生活サポートセンター

※　市役所（保健福祉課）でも窓口対応

岩見沢市
保健福祉部　保護課　管理グ

ループ
委託

ＮＰＯ法人コミュニティワーク研究実践セン

ター
岩見沢市生活サポートセンターりんく

網 走 市 福祉部　社会福祉課　庶務係 委託 社会福祉法人網走市社会福祉協議会 網走市生活サポートセンターらいと

留 萌 市 市民健康部　社会福祉課 直営 － 社会福祉課社会福祉係

苫小牧市 福祉部　総合福祉課 直営 － 福祉相談担当

稚 内 市
生活福祉部　社会福祉課　保

護グループ
委託 社会福祉法人稚内市社会福祉協議会 自立生活支援センター

美 唄 市

地域福祉課　生活福祉グルー

プ

（2016年度～　地域福祉課）

委託
ＮＰＯ法人コミュニティワーク研究実践セン

ター

そらち生活サポートセンター

※　市役所（地域福祉課）、ふるさとハ

ローワークでも窓口対応

芦 別 市 福祉課　障がい福祉係 委託
ＮＰＯ法人コミュニティワーク研究実践セン

ター

そらち生活サポートセンター

※　市役所（福祉課）でも窓口対応

江 別 市 健康福祉部　福祉課 委託 社会福祉法人江別市社会福祉協議会 くらしサポートセンターえべつ

赤 平 市
社会福祉課　地域福祉係＆保

護係
委託

ＮＰＯ法人コミュニティワーク研究実践セン

ター

そらち生活サポートセンター

※　市役所（社会福祉課）でも窓口対応

紋 別 市 社会福祉課　庶務係 委託 社会福祉法人紋別市社会福祉協議会 紋別市生活自立支援サポートセンター

士 別 市 保健福祉部　福祉課 直営 － 福祉課／市役所内の窓口「生活困窮相談」

名 寄 市
健康福祉部　社会福祉課　福

祉総務係
委託 社会福祉法人名寄市社会福祉協議会 名寄市生活相談支援センター

三 笠 市 総務福祉部　福祉事務所 委託
ＮＰＯ法人コミュニティワーク研究実践セン

ター
そらち生活サポートセンター

根 室 市 社会福祉課　社会援護担当 委託 社会福祉法人根室市社会福祉協議会 ねむろ日常生活サポートセンター

千 歳 市
保健福祉部　福祉課　生活支

援係
直営 － 福祉課

滝 川 市 社会福祉課　庶務係 委託
ＮＰＯ法人コミュニティワーク研究実践セン

ター
そらち生活サポートセンター

砂 川 市 社会福祉課　保護係 直営 － 福祉課保護係

歌志内市
保健福祉課　生活保護グルー

プ
委託

ＮＰＯ法人コミュニティワーク研究実践セン

ター

そらち生活サポートセンター

※　市役所（保健福祉課）でも窓口対応

深 川 市
市民福祉部　社会福祉課　福

祉庶務係
直営 － 社会福祉課福祉庶務係

富良野市 保健福祉部　福祉課　福祉係 委託 社会福祉法人富良野市社会福祉協議会
富良野市社会福祉協議会・自立相談支援

センター

登別市
保健福祉部　社会福祉グルー

プ
直営 － 市役所内に窓口「生活相談」

恵庭市 保健福祉部　福祉課 直営 － 福祉課

伊達市
健康福祉部　社会福祉課　福

祉庶務係
直営 －

社会福祉課福祉庶務係／市役所内に窓口

（他の相談と兼用）

北広島市 保健福祉部　福祉課 委託 社会福祉法人えぽっく
きたひろしま暮らしサポートセンターぽ

ると

石狩市 保健福祉部　福祉総務課　 直営 － 福祉総務課

北斗市
民生部　社会福祉課　社会福

祉係
委託 社会福祉法人北斗市社会福祉協議会 北斗市生活相談支援センター

※　厚生労働省ウェブサイト掲載「自立相談支援機関 相談窓口一覧(2016年２月24日現在）」、各市所管課への電話調査（2016年４月11日～15日

実施）で得た提供情報を基に作成。
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二
〇
一
六
年
五
月
現
在
で
最
新
の
「
就
労
訓
練
事
業
所
の

認
定
状
況
（
平
成
二
七
年
度
第
１
～
３
四
半
期
）」（
二
〇

一
六
年
一
月
二
九
日
掲
載
）
に
よ
る
と
、
全
国
の
認
定
件

数
は
三
〇
二
件
で
あ
る
。
事
業
者
の
種
別
で
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
が
一
七
〇
件
と
半
数
以
上
を
占
め
、
以
下
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
が
四
六
件
、
株
式
会
社
等
が
三
六
件
、
生
協
等

協
同
組
合
が
一
八
件
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

道
内
に
限
る
と
、
二
〇
一
五
年
度
の
認
定
実
績
は
、
北

海
道
二
件
、
札
幌
市
七
件
、
旭
川
市
一
件
、
函
館
市
一
件
、

計
一
一
件
と
な
っ
て
い
る

（
（1
（

。

５
．
今
回
の
調
査
か
ら
見
え
た
課
題

　

今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
見
え
た
課
題
や
問
題
点
に
つ
い

て
、
以
下
の
二
点
を
挙
げ
た
い
。

　

⑴　

情
報
提
供
・
発
信
は
十
分
か

　

冒
頭
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て

は
、
ま
ず
都
道
府
県
お
よ
び
道
内
三
五
市
の
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
掲
載
の
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
ペ
ー
ジ
を

確
認
し
、
基
本
的
な
情
報
を
把
握
し
た
。

　

問
題
は
、
制
度
施
行
か
ら
一
年
を
経
過
し
て
な
お
、
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
専
用
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
て
い

な
い
自
治
体
が
依
然
と
し
て
相
当
程
度
存
在
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
未
作
成
は
県
レ
ベ
ル
で
も
五
団
体
ほ

ど
が
あ
っ
た
ほ
か
、
道
内
三
五
市
の
中
で
は
二
〇
一
六
年

四
月
現
在
で
一
六
市
に
上
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た

（
（1
（

。

こ
う
な
る
と
ま
ず
、
所
管
課
不
明
の
事
態
に
陥
り
、
続
く

を
み
る
と
、
計
四
五
事
業
の
う
ち
、「
直
営
」
は
わ
ず
か

九
事
業
で
、
三
六
事
業
が
「
委
託
」
で
あ
る
。

　

委
託
事
業
者
の
数
は
延
べ
四
〇
団
体
で
あ
り
、
そ
の
種

類
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の
委
託
が
一
六
事
業
（
一
〇
団
体
）

と
最
も
多
い
。
子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業
に
お
け
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
へ
の
委
託
例
の
多
さ
は
全
国
の
傾
向
と
同
様
で
あ

る
。
以
下
、
市
社
協
へ
の
委
託
が
一
一
事
業
（
八
団
体
）、

市
社
協
以
外
の
社
会
福
祉
法
人
へ
の
委
託
が
三
事
業
、
一

般
社
団
法
人
へ
の
委
託
が
三
事
業
、
公
益
社
団
法
人
、
公

益
財
団
法
人
、
生
活
協
同
組
合
、
共
同
事
業
体
へ
の
委
託

が
そ
れ
ぞ
れ
一
事
業
、
二
〇
一
六
年
度
開
始
の
事
業
に
お

け
る
委
託
先
事
業
者
選
定
中
（
二
〇
一
六
年
四
月
一
五
日

現
在
）
が
三
事
業
で
あ
っ
た
。

　

子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
実
施
方
法
に

独
自
性
が
み
ら
れ
る
市
も
あ
る
。
同
事
業
を
二
〇
一
五
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
帯
広
市
で
は
、
事
業
の
対

象
を
小
学
生
と
中
学
生
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
に
委
託
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
六
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
石
狩
市
で
は
、
訪
問
型
と
拠
点
型
に
分
け

て
お
り
、
前
者
は
市
直
営
、
後
者
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の
委

託
と
、
運
営
方
法
も
異
な
る
形
態
に
し
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
既
存

の
学
習
支
援
事
業
を
生
活
困
窮
者
世
帯
の
子
ど
も
に
対
象

を
拡
大
し
て
対
応
す
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
る
。

　

⑶　

就
労
訓
練
事
業
所
の
認
定
実
績

　

就
労
訓
練
事
業
所
の
認
定
実
績
に
つ
い
て
も
、
厚
生
労

働
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
関
係
資
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

状
況
（
二
〇
一
五
年
度
開
始
の
事
業
、
二
〇
一
六
年
度
開

始
の
事
業
、
運
営
方
法
、
委
託
先
事
業
者
名
）
を
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。

　

道
内
の
市
で
は
二
〇
一
五
年
度
、
任
意
事
業
は
計
二
六

事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
事
業
の
内
訳
は
、
子
ど
も
の
学
習

支
援
事
業
が
一
〇
市
（
一
一
事
業
）
と
最
多
で
、
以
下
、

就
労
準
備
支
援
事
業
が
七
市
、
家
計
相
談
支
援
事
業
が
五

市
、
一
時
生
活
支
援
事
業
が
三
市
で
あ
っ
た
。
一
四
市
で

い
ず
れ
か
の
任
意
事
業
が
実
施
さ
れ
る
一
方
で
、
任
意
事

業
の
実
施
実
績
の
な
い
市
は
二
一
に
上
っ
た
。
一
市
あ
た

り
の
任
意
事
業
の
事
業
化
数
で
は
旭
川
市
と
伊
達
市
が
三

事
業
と
際
立
っ
て
い
る
。

　

二
〇
一
六
年
度
か
ら
は
、
就
労
準
備
支
援
事
業
が
九
市

で
、家
計
相
談
支
援
事
業
が
五
市
（
検
討
中
の
深
川
市
含
む
）

で
、
子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業
が
三
市
（
四
事
業
）
で
、
一

時
生
活
支
援
事
業
が
一
市
で
、
そ
れ
ぞ
れ
新
た
に
事
業
化
さ

れ
て
い
る
。
二
〇
一
六
年
度
開
始
の
任
意
事
業
と
し
て
は
就

労
準
備
支
援
事
業
の
九
件
が
際
立
つ
一
方
、
二
〇
一
五
年
度

か
ら
の
開
始
が
多
か
っ
た
子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業
の
追
加

は
三
市
に
と
ど
ま
っ
た
。
ま
た
、
一
時
生
活
支
援
事
業
お
よ

び
家
計
相
談
支
援
事
業
は
両
年
度
と
も
一
～
五
例
と
低
調
で

あ
る
。
と
も
あ
れ
、
二
〇
一
六
年
度
で
は
二
三
市
で
い
ず
れ

か
の
任
意
事
業
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
事
業
数
は
計

四
五
事
業

（
（1
（

と
な
り
、
苫
小
牧
市
が
二
カ
年
度
で
計
四
事
業
、

室
蘭
市
が
同
じ
く
計
三
事
業
を
揃
え
る
一
方
で
、
依
然
と
し

て
任
意
事
業
の
実
施
実
績
の
な
い
市
も
一
二
あ
る
。

　

エ　

任
意
事
業
の
運
営
方
法

　

二
〇
一
六
年
度
当
初
段
階
で
の
任
意
事
業
の
運
営
方
法
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＜図表４＞　道内35市の任意事業の実施状況（2015～16年度）
2016年４月15日現在

2015年度事業 2016年度追加事業 運営方法 委託先の事業者名

札 幌 市

一時生活支援事業 委託

一般社団法人札幌一時生活支援協議会

ＮＰＯ法人自立支援事業所ベトサダ

ＮＰＯ法人コミュニティワーク研究実践センター

ＮＰＯ法人みんなの広場

ＮＰＯ法人Ａｓｙｌ

子どもの学習支援事業 委託 公益財団法人札幌市青少年女性活動協会

就労準備支援事業 委託 ＮＰＯ法人ワーカーズコープ

函 館 市 なし
就労準備支援事業 委託 ＮＰＯ法人ワーカーズコープ茜

学習支援事業 委託 未定

旭 川 市

就労準備支援事業 委託
ワーカーズコープ自立支援事業推進共同事業体
（生活協同組合北海道高齢協、北海道労働者協
同組合、特定非営利活動法人ワーカーズコープ)

一時生活支援事業 直営 －

子どもの健全育成支援事業 委託 生活協同組合北海道高齢協

小 樽 市 就労準備支援事業 委託 ＮＰＯ法人ワーカーズコープ

室 蘭 市

家計相談支援事業 委託 社会福祉法人室蘭市社会福祉協議会

子どもの学習支援事業 委託 社会福祉法人室蘭市社会福祉協議会

就労準備支援事業 直営 －

釧 路 市
就労準備支援事業 委託 一般社団法人釧路社会的企業創造協議会

学習支援事業(しえすた） 直営 －

帯 広 市

学習支援事業(小学生対象） 委託 ＮＰＯ法人すきっぷ

学習支援事業(中学生対象） 委託 ＮＰＯ法人てぃんくる

就労準備支援事業 委託 社会福祉法人慧誠会

北 見 市
就労準備支援事業 委託 社会福祉法人北見市社会福祉協議会

学習支援事業 委託 ＮＰＯ法人ワークフェア

夕 張 市 なし － －

岩見沢市
就労準備支援事業 委託 ＮＰＯ法人コミュニティワーク研究実践センター

学習支援事業 委託 公益社団法人岩見沢市シルバー人材センター

網 走 市 なし － －

留 萌 市 学習支援事業 委託 ＮＰＯ法人留萌体育協会

苫小牧市

家計相談支援事業 委託 ＮＰＯ法人ワーカーズコープ

学習支援事業 委託 一般社団法人苫小牧風花の会

一時生活支援事業 委託 未定

就労準備支援事業 委託 未定

稚 内 市 なし 家計相談支援事業 委託 社会福祉法人稚内市社会福祉協議会

美 唄 市 なし 就労準備支援事業 委託 ＮＰＯ法人コミュニティワーク研究実践センター

芦 別 市 なし － －

江 別 市
なし 家計相談支援事業 委託 社会福祉法人江別市社会福祉協議会

就労準備支援事業 委託 ＮＰＯ法人ワーカーズコープ

赤 平 市 なし － －

紋 別 市 なし － －

士 別 市 なし － －

名 寄 市 なし 家計相談支援事業 委託 社会福祉法人名寄市社会福祉協議会

三 笠 市 なし － －

根 室 市 家計相談支援事業 委託 社会福祉法人根室市社会福祉協議会

千 歳 市
学習支援事業 直営 －

就労準備支援事業 委託 社会福祉法人いずみ学園

滝 川 市 なし － －

砂 川 市 なし － －

歌志内市 なし － －

深 川 市 なし
家計相談支援事業　（検討
中）

直営 －

富良野市
なし 就労準備支援事業 委託 社会福祉法人富良野市社会福祉協議会

家計相談支援事業 委託 社会福祉法人富良野市社会福祉協議会

登 別 市 なし － －

恵 庭 市 なし － －

伊 達 市

一時生活支援事業 直営 －

家計相談支援事業 直営 －

就労準備支援事業 直営 －

北広島市 なし 学習支援事業 委託 社会福祉法人えぽっく

石 狩 市 なし
子どもの学習支援事業(訪問型) 直営 －

子どもの学習支援事業(拠点型) 委託 ＮＰＯ法人ジェルメ・まるしぇ

北 斗 市
就労準備支援事業 委託 社会福祉法人北斗市社会福祉協議会

家計相談支援事業 委託 社会福祉法人北斗市社会福祉協議会

※　各市の所管課への電話調査（2016年４月11日～15日実施）で得た提供情報を基に作成。
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摘
し
た
と
お
り
、
本
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供
・
発
信
が

不
十
分
な
自
治
体
も
ま
だ
相
当
程
度
あ
る
と
い
う
問
題
も

あ
る
。
配
置
職
員
数
や
財
源
に
制
約
が
あ
る
こ
と
を
重
々

承
知
し
つ
つ
も
、
実
施
機
関
に
お
い
て
は
今
後
、「
ニ
ー

ズ
が
な
い
」
と
言
う
前
に
、
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
の
た

め
の
地
域
や
住
民
へ
の
働
き
か
け
が
積
極
的
に
行
わ
れ
、

そ
こ
で
掘
り
起
こ
さ
れ
た
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
任
意
事
業
が

構
想
さ
れ
、
実
践
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
引
き

続
き
期
待
し
た
い
。

　

あ
わ
せ
て
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
い
う
意
味
で
は
、

基
礎
自
治
体
＝
市
町
村
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
極
め
て
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
法
律
上
、
町
村
は
福
祉

事
務
所
を
任
意
設
置
し
な
い
限
り
、
制
度
実
施
機
関
か
ら

除
外
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
そ
の
よ
う
な
町
村
の
多
く
で

は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
運
用
に
対
す
る
主
体

性
が
醸
成
さ
れ
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
私
見
で
は
、

実
施
機
関
を
福
祉
事
務
所
設
置
自
治
体
と
す
る
現
行
の
規

定
に
つ
い
て
は
今
後
の
再
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
は
、「
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
」
附
則
第
二
条
に
よ
れ
ば
、「
施
行
後
三
年
を
目

途
と
し
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
を
勘
案
し
、
生
活

困
窮
者
に
対
す
る
自
立
の
支
援
に
関
す
る
措
置
の
在
り
方

に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず

る
も
の
と
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
業
に
向
け

て
、
各
自
治
体
の
取
り
組
み
が
着
実
に
蓄
積
さ
れ
て
い
く

よ
う
、今
後
も
各
地
の
制
度
運
用
の
状
況
を
見
守
り
た
い
。

〇
一
五
年
度
に
お
け
る
実
施
機
関
全
体
の
任
意
事
業
の
実

施
率
は
、
全
事
業
の
平
均
で
約
二
六
％
と
な
り
、
決
し
て

高
い
水
準
で
は
な
い
。

　

道
内
に
限
る
と
、
二
〇
一
五
年
度
に
お
い
て
い
ず
れ
か

の
任
意
事
業
を
実
施
し
た
自
治
体
の
割
合
は
、
三
六
の
福

祉
事
務
所
設
置
自
治
体
の
う
ち
一
四
団
体
で
あ
る
た
め
、

単
純
に
計
算
す
れ
ば
約
三
九
％
と
な
る
。
道
内
の
実
施
率

は
全
国
の
そ
れ
を
一
三
％
ほ
ど
上
回
っ
て
い
る
が
、
や
は

り
高
い
水
準
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
道
内

三
五
市
で
は
二
〇
一
六
年
度
に
入
っ
て
任
意
事
業
が
二
三

市
四
五
事
業
に
ま
で
拡
大
し
て
お
り
、
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の

充
実
化
と
そ
の
早
い
段
階
で
の
実
現
と
い
っ
た
観
点
か

ら
、
こ
の
こ
と
自
体
は
高
く
評
価
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
回
の
電
話
調
査
の
中
で
、
特
に
任
意
事
業

の
事
業
化
が
全
く
進
ん
で
い
な
い
市
に
対
し
、
事
業
化
の
検

討
状
況
や
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、
い

く
つ
か
の
市
の
担
当
者
か
ら
、「
ニ
ー
ズ
が
な
い
の
で
、
事

業
化
の
必
要
性
が
今
の
と
こ
ろ
な
い
」
と
回
答
さ
れ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ニ
ー
ズ
が
な
い
の
に
事
業
だ
け
を
と
り
あ

え
ず
立
ち
上
げ
て
み
た
と
こ
ろ
で
効
果
は
薄
い
だ
ろ
う
。

問
題
は
ニ
ー
ズ
の
捉
え
方
で
あ
る
。
本
制
度
は
申
請
主
義

を
原
則
と
す
る
生
活
保
護
制
度
と
は
別
物
で
あ
り
、
実
施

機
関
に
は
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
考
え
方
に
立
っ
た
支
援
の

実
践
も
想
定
さ
れ
て
い
る

（
（1
（

。
そ
れ
は
実
施
機
関
の
方
か
ら

積
極
的
に
地
域
に
出
て
行
き
、
住
民
ニ
ー
ズ
を
発
掘
す
る

取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
、
そ
こ
で
相
談
者

の
到
来
を
待
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、
ニ
ー
ズ
把
握
へ
の
取

り
組
み
は
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
本
節
⑴
で
も
指

電
話
で
の
確
認
に
際
し
て
も
、
問
い
合
わ
せ
先
と
な
る
担

当
者
の
特
定
に
一
定
の
苦
労
が
伴
う
。
ま
た
、
専
用
ペ
ー

ジ
が
作
成
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
内

容
だ
け
で
は
、
そ
の
自
治
体
で
ど
の
よ
う
な
事
業
が
行
わ

れ
て
い
る
の
か
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
ず
、
結
局
は
電
話
で
確

認
せ
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
情
報
提
供
・
発
信
の
方
法
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
へ
の
掲
載
だ
け
が
唯
一
の
方
法
で
は
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
日
常
的
に
使
用
し
な
い
人
た
ち
に
と
っ

て
み
れ
ば
、
市
町
村
や
社
協
の
広
報
、
各
市
役
所
・
町
村
役

場
の
庁
舎
内
に
置
か
れ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
方
が
伝
達

手
段
と
し
て
は
有
効
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
特
に
県
が

事
業
実
施
機
関
に
な
っ
て
い
る
町
村
の
住
民
の
場
合
、
所
管

の
セ
ン
タ
ー
が
自
宅
か
ら
遠
方
に
設
置
さ
れ
る
場
合
も
想
定

さ
れ
る
ほ
か
、
自
治
体
に
よ
っ
て
実
施
事
業
が
多
様
化
す
る

本
制
度
の
性
格
か
ら
し
て
も
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を
受
け
ら

れ
る
か
は
、各
自
治
体
に
お
い
て
な
る
べ
く
多
様
な
手
段
で
、

広
い
層
に
と
っ
て
な
る
べ
く
手
軽
に
、
な
る
べ
く
詳
細
な
情

報
を
入
手
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
各
自
治
体
に

お
い
て
は
、
遠
方
の
県
や
市
町
村
も
含
め
、
他
の
自
治
体
の

事
業
の
実
施
状
況
を
確
認
し
、相
互
に
情
報
の
共
有
を
図
る
、

と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
や
は
り
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
詳
細
な

情
報
提
供
・
発
信
は
外
せ
な
い
と
考
え
る
。
未
整
備
の
自
治

体
に
は
今
後
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
情
報
提
供
・
発
信
の
早

急
な
体
制
整
備
、
掲
載
情
報
の
充
実
化
を
望
み
た
い
。

　

⑵　

任
意
事
業
の
充
実
化
に
向
け
て

　

厚
労
省
調
査
の
結
果
か
ら
も
見
て
取
れ
る
よ
う
に
、
二
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【
参
考
文
献
・
資
料
】

・　

櫛
部
武
俊
＋
正
木
浩
司
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
制
度
の
本
格
施
行
と
自
治
体
の
課
題
」（『
北
海
道
自

治
研
究
』
二
〇
一
五
年
三
月
号
二

－

一
五
頁
所
収
）

・　

社
会
保
障
審
議
会
生
活
困
窮
者
の
生
活
支
援
の
在
り
方
に

関
す
る
特
別
部
会
『
社
会
保
障
審
議
会
生
活
困
窮
者
の
生
活

支
援
の
在
り
方
に
関
す
る
特
別
部
会
報
告
書
』（
二
〇
一
三

年
一
月
二
五
日
）

【
参
照
ウ
ェ
ブ
】

・　

一
般
社
団
法
人
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　

http://w
w

w.life-poor-support-japan.net/

・　

厚
生
労
働
省＞

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度

　
　
　

http://w
w

w.m
hlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/

　
　
　

bunya/0000059425.htm
l

・　

厚
生
労
働
省＞

福
祉
事
務
所

　
　
　

http://w
w

w.m
hlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/

　
　
　

bunya/hukushi_kaigo/

　
　
　

seikatsuhogo/fukusijim
usyo/index.htm

l

・　

そ
ら
ち
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
　

http://sorachiseikatsusupportcenter.jim
do.com

/

・　

北
海
道＞

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度

　
　
　

http://w
w

w.pref.hokkaido.lg.jp/hf/feg/

　
　
　

seikatsukonkyuu.htm

・　

こ
の
ほ
か
、
四
六
都
府
県
お
よ
び
道
内
三
五
市
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
省
略
）

※　

最
終
参
照
は
い
ず
れ
も
二
〇
一
六
年
四
月
一
五
日

＜

ま
さ
き　

こ
う
じ
・
公
益
社
団
法
人
北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
研
究
員＞

の
う
ち
三
区
域
で
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
受
託
し
て
い
る
。
ま

た
、
生
協
は
「
生
活
協
同
組
合
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
連
合
」

（
本
部
・
福
岡
市
）
の
一
団
体
で
あ
る
。

（
４
）　

道
社
協
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
（
二
〇
一
五
年
一
一
月

二
六
日
実
施
）
で
の
聞
き
取
り
の
内
容
に
よ
る
。

（
５
）　

共
同
事
業
体
を
一
団
体
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
た
場
合
。

後
述
の
と
お
り
、
こ
の
共
同
事
業
体
は
四
団
体
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
構
成
団
体
を
個
別
に
カ
ウ
ン
ト
す

れ
ば
計
一
四
団
体
に
な
る
。

（
６
）　

小
樽
市
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
（
二
〇
一
五
年
一
二
月

一
八
日
実
施
）
で
の
聞
き
取
り
の
内
容
に
よ
る
。

（
７
）　

同
右
。

（
８
）　

八
市
の
う
ち
岩
見
沢
市
だ
け
は
運
営
体
制
が
異
な
り
、

相
談
セ
ン
タ
ー
を
市
が
設
置
し
、
委
託
先
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

が
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
担
う
方
式
を
と
っ
て
い
る
。

（
９
）　

そ
ら
ち
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

掲
載
情
報
に
よ
る
。

（
10
）　

二
〇
一
五
年
度
開
始
の
任
意
事
業
で
二
〇
一
六
年
度
に

廃
止
さ
れ
た
も
の
は
な
い
。

（
11
）　

道
庁
、
札
幌
市
、
旭
川
市
、
函
館
市
の
各
所
管
課
へ
の

電
話
で
の
聞
き
取
り
に
よ
る
（
二
〇
一
六
年
四
月
一
一
日

～
一
五
日
実
施
）。

（
12
）　

こ
の
う
ち
五
市
は
自
立
相
談
支
援
事
業
「
直
営
」
の
市

で
あ
る
。

（
13
）　
『
社
会
保
障
審
議
会
生
活
困
窮
者
の
生
活
支
援
の
在
り

方
に
関
す
る
特
別
部
会
報
告
書
』
一
二
頁
に
以
下
の
記
述

が
あ
る
。

　
　
　
「
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
る
生
活
困
窮
者
に
対
し
て
適

切
な
支
援
を
実
施
す
る
た
め
、
新
た
な
相
談
支
援
事
業
で

は
、
①
地
域
の
関
係
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、

又
は
、
必
要
に
応
じ
て
訪
問
支
援
（
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
）
も

実
施
し
つ
つ
、
課
題
を
抱
え
る
生
活
困
窮
者
の
把
握
（
中

略
）
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。」

【
謝
辞
】

　

本
稿
の
も
と
に
な
っ
た
電
話
調
査
で
は
、
道
庁
お
よ
び
道
内
三
五

市
の
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
所
管
課
の
職
員
の
皆
様
に
お
忙
し

い
と
こ
ろ
ご
対
応
い
た
だ
き
、
情
報
提
供
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、

一
般
社
団
法
人
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
皆
様

に
は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
知
見
の
活
用
に
つ
い
て
、
ご
快
諾
を
い

た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
注
】

（
１
）　
『
社
会
保
障
審
議
会
生
活
困
窮
者
の
生
活
支
援
の
在
り

方
に
関
す
る
特
別
部
会
報
告
書
』
四
頁
に
以
下
の
記
述
が

あ
る
。

　
　
　
「（
略
）
自
立
を
助
長
す
る
と
い
う
そ
の
理
念
を
、
新
た

な
方
法
も
取
り
入
れ
な
が
ら
再
生
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
す
で
に
生
活
保
護
の
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
策
定
な
ど
を
と
お
し
て
、
こ
う
し
た
方
向
で
の
生
活

保
護
制
度
の
改
革
が
着
手
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
を
継
承
し
、

生
活
保
護
が
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
受
給
者

の
生
活
を
支
え
る
機
能
を
着
実
に
果
た
し
つ
つ
、
な
お
か

つ
稼
働
年
齢
世
代
の
受
給
者
の
自
立
を
支
援
で
き
る
制
度

と
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。」

（
２
）　

厚
生
労
働
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
の
資
料
「
任
意
で
福

祉
事
務
所
を
設
置
し
て
い
る
町
村
」
に
よ
る
。
福
祉
事
務

所
を
任
意
設
置
し
て
い
る
町
村
は
、
二
〇
一
六
年
五
月
現

在
、
全
国
に
四
三
町
村
（
三
八
町
五
村
）
あ
る
。
現
体
制

に
な
っ
た
の
は
二
〇
一
四
年
四
月
一
日
以
降
。
都
道
府
県

別
の
内
訳
は
、三
重
県
一
町
、大
阪
府
一
町
、奈
良
県
一
村
、

　
　

鳥
取
県
一
三
町
村
（
一
二
町
一
村
）、
島
根
県
一
一
町
村

（
一
〇
町
一
村
）、
岡
山
県
三
町
村
（
一
町
二
村
）、
広
島
県

九
町
、
山
口
県
一
町
、
長
崎
県
一
町
、
鹿
児
島
県
二
町
。

（
３
）　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
」
が
三
道
県
（
北

海
道
、
青
森
県
、
宮
城
県
）
で
受
託
し
て
い
る
。
な
お
、

後
述
す
る
と
お
り
、
北
海
道
で
は
一
四
の
事
業
実
施
区
域


